
人手不足など課題に対処

生
産
性
の
向
上
品
質
・
安
全
を
支
え
る
三
重
企
業

顧客の業務効率改善に知恵

企画・制作　中部経済新聞社　三重支社

三重生産性革命特集　　
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四日市事務機センターはクラウド
システムの販売を開始

コスモス・コーポレイションが開催して
いるセミナー「コスモス塾」高洋電機の本社（三重県玉城町）

　三重県内に本社、主要拠点を構える企業の最
大の経営課題は、人手不足だ。各社は高齢者や
女性の活躍推進、外国人労働者の活用などで知
恵を絞る一方、中長期的な視点で生産性の向上
に本腰を入れている。また、人手不足などを背
景に品質・安全の不祥事も相次いでいる。得意
先の生産性向上、品質向上に資する製品、サー
ビスなどを売りにする三重企業の取り組みを紹
介する。

誠
文
社
が
企
画
し
た
搬
送
ラ
イ
ン

フ


ス
ト
ス
テ

プ
が
開
催
し
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
研
修

■
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
研
修

　
技
術
系
・
事
務
系
の
人
材
派
遣
を
手
掛

け
る
フ


ス
ト
ス
テ

プ
︵
本
社
四
日

市
市
三
栄
町

松
本
圭
介
社
長

電
話
０

５
９
・
３
５
９
・
１
８
８
８
︶
は

派
遣

社
員
の
ス
キ
ル
ア

プ
教
育
を
強
化
し


ア
ウ
ト
プ

ト
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る


　
現
在

大
手
製
造
業
を
中
心
に
約
２
４

０
人
の
社
員
を
派
遣
し
て
い
る
が

社
員

に
必
要
な
ス
キ
ル
は
働
く
場
所
に
よ

て

千
差
万
別

そ
こ
で

資
格
試
験
の
費
用

を
全
額
負
担
す
る﹁
資
格
支
援
制
度
﹂や


社
員
が
欲
し
い
本
の
購
入
費
を
３
千
円
ま

で
負
担
す
る
﹁
参
考
図
書
支
援
制
度
﹂
を

充
実
さ
せ

各
社
員
の
状
況
に
合
わ
せ
た

支
援
体
制
を
敷
い
て
い
る


　
ま
た

今
年
７
月
に
本
社
の
研
修
室
を

拡
大
し

集
合
型
の
﹁
Ｃ
Ａ
Ｄ
︵
コ
ン
ピ



タ

に
よ
る
設
計
︶
研
修
﹂
と
﹁
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
︵
英
語
能
力
テ
ス
ト
︶
研
修
﹂

を
開
始
し
た

人
材
の
多
能
工
化
に
よ
り

業
務
全
体
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
た
い
顧

客
の
ニ

ズ
に
応
え
る
形
で

本
年
度
か

ら
ス
タ

ト
し
た

顧
客
か
ら
は
﹁
研
究

開
発
の
仕
事
の
担
当
で
も
少
し
Ｃ
Ａ
Ｄ
図

面
が
読
め
る

英
語
の
メ

ル
の
意
味
が

わ
か
る

と
い
う
だ
け
で
業
務
効
率
は
格

段
に
上
が
る
﹂
と
期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る


　
技
術
支
援
担
当
の
松
田
亨
︵
た
か
し
︶

主
任
は
﹁
技
術
社
員
の
ス
キ
ル
ア

プ
が

お
客
さ
ま
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う

教
育
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
﹂
と

意
欲
を
に
じ
ま
せ
て
い
る


■
外
出
先
か
ら
社
内
業
務

　
事
務
機
器
の
販
売
や
保
守
管
理
を
手
掛

け
る
四
日
市
事
務
機
セ
ン
タ

︵
本
社
四

日
市
市
日
永
西

佐
野
智
成
社
長

電
話

０
５
９
・
３
４
６
・
５
４
１
１
︶
は

業

務
効
率
や
業
績
の
改
善
に
つ
な
が
る
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
販
売
を
開
始
し
た


　
社
員
は
ク
ラ
ウ
ド
に
接
続
す
る
こ
と

で

外
出
先
か
ら
で
も
社
内
の
業
務
を
行

う
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

従
来
の
働
き
方
を
改
善
し

よ
り
よ
い
職

場
環
境
づ
く
り
が
可
能
に
な
る


　
四
日
市
事
務
機
セ
ン
タ

は
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
の
販
売
開
始
に
先
駆
け


年

前
に
自
社
で
シ
ス
テ
ム
を
採
用

各
部
署

の
情
報
管
理
の
効
率
化
や
顧
客
満
足
度
の

向
上
業
績
改
善
な
ど
の
効
果
を
確
認
し


ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
が
企
業
の
成
長
に
大

き
く
貢
献
す
る
と
判
断
し
て
い
た


　
佐
野
社
長
は
﹁
今
後
も
お
客
さ
ま
の
お

役
に
立
て
る
製
品
や
サ

ビ
ス
を
提
供
し

て
い
き
た
い
﹂
と
話
し
て
い
る


■
構
内
物
流
の
改
善
提
案

　
自
動
車
部
品
な
ど
の
搬
送
機
器
な
ど
を

つ
く
る
誠
文
社︵
本
社
四
日
市
市
鵜
の
森


西
村
信
博
社
長

電
話
０
５
９
・
３
５
３

・
７
１
７
１
︶
は
鈴
鹿
市
に
新
工
場
を
建

設
し
こ
と
し
１
月
末
に
操
業
を
始
め
た


　
賃
借
し
て
い
た
亀
山
工
場
か
ら
移
管


自
動
車
部
品
工
場
な
ど
工
場
内
の
搬
送
な

ど
に
使
う
パ
レ

ト
な
ど
搬
送
機
器
な
ど

を
つ
く
る

受
注
増
に
対
応
し
生
産
能
力

を
増
強
す
る

ま
た
他
事
業
部
で
必
要
な

製
造
品
も
手
掛
け
付
加
価
値
の
向
上
を
図

る


　
誠
文
社
の
主
力
事
業
の
一
つ
は

主
に

工
場
内
・
工
場
間
物
流
の
効
率
化
に
つ
な

が
る
企
画
立
案
や
搬
送
機
器
の
生
産
・
販

売
だ

原
材
料
や
半
製
品
の
入
庫

組
み

立
て

出
荷
ま
で
の
工
場
・
倉
庫
な
ど
の

構
内
物
流
の
改
善
提
案
を
通
じ
て

得
意

先
の
生
産
性
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る


■
安
全
法
上
の
適
合
性
検
査

　
コ
ス
モ
ス
・
コ

ポ
レ
イ
シ

ン
︵
本

社
松
阪
市
桂
瀬
町

濱
口
慶
一
社
長

電

話
０
５
９
８
・
６
０
・
１
８
２
７
︶
は


年

経
済
産
業
省
か
ら
家
電
製
品
な
ど
の

適
合
性
検
査
を
行
う
国
内
登
録
検
査
機
関

に
登
録
さ
れ
た


　
医
療
機
器
の
製
造
・
販
売
の
認
証
業
務

に
加
え

国
内
向
け
電
化
製
品
に
お
け
る

電
気
用
品
安
全
法
上
の
適
合
性
検
査
業
務

に
業
容
を
拡
大
す
る
も
の
で

今
後
登
録

範
囲
の
拡
大
に
取
り
組
む
方
針
だ


　
ま
た

国
内
メ

カ

の
開
発
や
設
計

担
当
者
向
け
に

安
全
技
術
を
取
り
扱


た
セ
ミ
ナ

﹁
コ
ス
モ
ス
塾
﹂
を
順
次
開

催
し
て
い
る

今
秋
に
は

東
京
で
も
開

催
す
る
予
定
だ


■
ミ
ク
ロ
ン
単
位
で
加
工

　
高
洋
電
機
︵
本
社
三
重
県
玉
城
町

高

祖
雅
規
社
長

電
話
０
５
９
６
・
５
８
・

２
１
２
１
︶
の
主
力
事
業
は

自
動
車
用

エ
ン
ジ
ン
部
品
や
錠
前
部
品
な
ど
金
属
部

品
の
切
削
加
工
事
業

タ
ン
グ
ス
テ
ン


ハ
ス
テ
ロ
イ
な
ど
の
難
削
材
を
ミ
ク
ロ
ン

単
位
で
加
工
す
る
技
術
に
定
評
が
あ
る


　
１
９
５
１
年
の
創
業
以
来
培

て
き
た

職
人
技
の
技
能
伝
承
に
加
え

最
先
端
の

加
工
技
術
に
対
す
る
チ

レ
ン
ジ
で
難
削

材
の
加
工
で
世
界
最
高
水
準
を
目
指
し
て

い
る


　
昨
年

月

日
に
は

経
済
産
業
省
か

ら

将
来
の
地
域
経
済
の
担
い
手
候
補

﹁
地
域
未
来
牽
引
企
業
﹂
に
三
重
県
下


社
の
う
ち
の
１
社
と
し
て
選
ば
れ
た



